
　瀧
臓

鞭麟難

広
　　’灘　甲・1靴，

雛

鱗

灘
、

灘
舞 饗

灘

騨，

叢

灘
叢舞

麓

灘
♂働

騰

嫌

繍
蝋

聯

懲

驚

灘戚
　
　
　
雌

　
　
　
騨

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
欝

騨
撚

懸
騰

　
鞠

．
糠
．

…鎌
灘

騨幽

惑

鎌

矧

2瞭

灘
噸

魏
　
、

　
　
舗

．
簸
　　
欝

購

　縣
泌

　鞭繍撫

《人口の動き》

7月1日現在

鞭
　
蕪　
　
麟

　
　
　
》

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
繋
麟

　
　
　
　
　
》 齢

・締　　　、蜘

　　　　鱗臨総

男3，208（一8）女3，271（士O）計6，479（一8）

出生3　死亡3　転入4　転出12

麟

聾

．
幽

・
灘

世帯数1，762（一1）
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選
挙
の
年
と
い
わ
れ
た
、
今
年
は

4
月
1
0
日
の
県
議
選
を
か
わ
き
り
に

4
月
2
4
日
町
議
選
、
6
月
2
6
日
「
比

例
代
表
制
」
が
導
入
さ
れ
参
院
選
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
有
権
者
に
対
す
る
投
票
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
前
回
は
9
3
・
1
7
％
）

男
　
投
票
者
数
　
二
、
〇
七
七
名

　
（
有
権
者
数
）
二
、
四
二
一
名

　
　
投
票
率
　
　
八
五
、
七
九
％

女
　
投
票
者
数
　
二
、
二
〇
七
名

　
（
有
権
者
数
）
二
、
五
八
○
名

耀・讐罰

　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
襲

饗
臆
－

投
票
率
　
　
八
五
、

　
投
票
者
数
　
四
、

（
有
権
者
数
）
五
、

投
票
率
　
　
八
五
、

な
お
選
挙
区
と

　　　　　　　　灘
　　　　　　　畦
　　　　　　墨
　　　　計　　　票　得嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
％

計
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
〇
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
％

　
　
　
　
　
　
　
「
比
例
代
表
制
」

の
投
票
者
数
は
同
数
で
し
た
。

　
選
挙
区
の
町
内
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
．

長
谷
川
吉
雄
一
、
三
五
二
・
二
六
九
票

稲
村
稔
夫
　
　
　
六
二
八
票

吉
川
芳
男
　
一
、
四
五
一
・
七
三
〇
票

高
沢
健
吉
　
　
　
二
〇
九
票

丸
山
久
明
　
　
　
三
〇
二
票

比例代表制　党派別得票
全　国 県 東　頸 松　代 安　塚 浦川原 松之山 大　島 牧　村

自　　民　　党 16，441 515，685 11，071 2，536 2，077 1，481 1，755 1，565 1，657

社　　会　　党 7，590 233，746 2，626 505 635 630 246 337 273

公　　明　　党 7，314 93，599 1，420 344 252 202 316 143 163

共　　産　　党 4，164 65，927 992 283 78 96 406 44 85

民　　社　　党 3，888 78，474 1，016 177 154 224 155 128 178

自　　ク　　連 1，239 11，861 86 18 13 11 15 12 17

無　　党　　派 509 8，808 73 22 11 13 10 7 10

二　　院　　ク 1，142 13，599 85 16 10 11 20 8 20

福　祉　党 1，578 20，762 153 35 28 29 30 17 14

サ　　新　　党 1，999 27，167 75 16 15 11 17 9 7
自　　党　　ク 103 1，853 23 5 4 1 O 8 5
浄　　霊　　会 16 348 3 2 1 O 0 0 O
平　　　　和 155 2，963 37 1 4 10 9 9 4
勝　　手　　連 206 2，172 19 5 1 2 4 2 5
教　　育　　党 79 1，026 6 2 1 0 1 1 1
雑　　民　　党 37 592 7 2 1 0 2 1 1
日　　　　本 41 596 18 4 3 3 3 2 3
世　　直　　党 35 521 7 3 3 O

‘
0 1 0

投　　票　　率 57．OO％ 63．11％ 82．42％ 85．66％ 81．84％ 77．93％ 84．45％ 87．14％ 77．14％

全国の得票数の単位は千人（千人以下の得票数は四捨五入）

鞭卿
　
　
鍛
撫

↓
開
票
立
会
人
に
よ
る
確
認

↓
開
票
管
理
者
に
よ
る
集
計
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健
康
は
、
栄
養
、
休
養
、
運
動
の

ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
推
持
、
増
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
健
康
は
、
栄
養
、
休
養
、
運
動

の
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
維
持
、
増

進
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
夏
に
な
る
と
、
サ
ッ
パ
リ
し
た

も
の
ば
か
り
欲
し
く
な
っ
た
り
、

田
の
草
取
り
や
、
農
閑
期
の
副
業

等
で
、
休
養
が
取
り
に
く
く
な
っ

た
り
、
ム
シ
熱
い
日
は
眠
れ
な
か

っ
た
り
し
ま
す
。
健
康
の
た
め
に

は
、
私
達
自
身
が
少
々
工
夫
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
季
節
で
す
。

ま
ず
食
事
で
す
が
、
新
ジ
ャ
ガ
、

ピ
ー
マ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
初

ざ30

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑪

め
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
た
く
さ

ん
畑
に
実
り
ま
す
。
蛋
白
質
や
油

と
組
み
あ
わ
せ
て
、
た
っ
ぷ
り
と

り
ま
し
ょ
う
。

幽
ド

　
　
勿

Q
鴎

　
　
　
り

　
砂
糖
た
っ
ぷ
り
、
栄
養
チ
ョ
ッ

ピ
リ
の
清
涼
飲
料
水
を
や
め
、
ビ

タ
ミ
ン
B
や
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
入
っ
て
い
る
牛
乳

を
一
日
一
本
は
飲
み
ま
し
ょ
・
鬼

香
辛
料
や
、
す
っ
ぱ
い
も
の
は
食

欲
を
増
進
し
ま
す
。
上
手
に
食
卓

に
、
と
り
入
れ
ま
し
ょ
・
九

　
輿
・
　
　
O

◎
6
ρ
．

　
次
に
休
養
に
つ
い
て
で
す
が
、

寝
室
の
環
境
や
寝
具
は
夏
向
き
で

す
か
？
睡
眠
は
一
日
八
時
間
以
上

上
。
昼
休
み
に
は
た
と
え
五
分
で

も
横
に
な
る
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

寝
る
時
に
腹
巻
き
を
す
る
の
も
、

お
な
か
の
保
護
の
た
め
に
、
良
い

こ
と
で
す
し
、
夏
カ
ゼ
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

ノ
伊
ノ
．

カ
4
　
　
．
ー

㌧
　
，
　
　
ー

騨

”
ク

　
以
上
、
食
事
と
休
養
に
つ
い
て
、

ご
く
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
も
、
夏
バ
テ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
健
や
か
に
す
ご
し
ま

し
ょ
う
。

噸《一

臨
…
…
…
…
…
［
コ
…
…
…
…
…
犀
…
…
…
…
…
コ
…
…
…
…
コ
…
【
…
…
…
…
…
賦
コ
…
男

夢　繋・
・菱

設．．li鋸

の

　こ小
野

島シ
歯リ
科夫
医③

剛ー塁一胆剛熊閥一脳剛剛員一剛闘］胆剛胆剛胆剛胆剛霞■霞］爵■剛爾朋一圓】剛胆剛剛闘］闘■熊圃朋一因朋朋朋朋］剛陶］剛胆剛圃■剛爾一剛脳剛脳爵一脳剛龍闘朋u剛圓】剛脳闘一爵蟹熊閥］興一胆剛胆剛脳剛員一剛胆剛圃■剛圓】剛興一剛圓］圓一闘］網一剛興一圃】

　
虫
歯
の
痛
み
は
、
人
間
の
感
じ

る
痛
み
の
中
で
も
三
本
の
指
に
入

る
と
言
わ
れ
る
程
、
強
く
耐
え
が

た
い
も
の
で
す
。
こ
の
虫
歯
は
、

一
体
ど
う
し
て
で
き
る
の
で
し
ょ

　
ン
　
の

う
力
　
種
々
の
説
が
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
細
菌
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と

い
う
考
え
方
が
一
般
的
に
な
っ
て

い
ま
す
。
食
事
を
す
る
と
、
口
腔

内
に
常
在
す
る
細
菌
、
特
に
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
と
い
う
細
菌
が
、
食
物

中
の
糖
分
を
分
解
し
て
、
デ
キ
ス

ト
ラ
ン
を
作
り
ま
す
。
こ
の
デ
キ

ス
ト
ラ
ン
は
、
水
に
溶
け
に
く
く
、

粘
着
性
が
あ
る
の
で
、
歯
の
表
面

に
薄
い
歯
垢
と
呼
ば
れ
る
膜
と
な

っ
て
、
く
っ
つ
き
ま
す
や
こ
の
歯

垢
の
中
で
、
口
の
中
の
細
菌
が
、

糖
を
分
解
し
て
酸
を
作
り
ま
す
。

硬
い
歯
も
酸
に
は
弱
く
、
こ
の
酸

に
よ
っ
て
、
歯
が
と
か
さ
れ
る
事

が
、
虫
歯
の
始
ま
り
で
す
。

　
そ
し
て
肉
眼
的
に
は
、
歯
の
表

面
が
白
濁
や
、
黒
っ
ぽ
い
茶
色
の

変
化
と
し
て
み
ら
れ
、
進
行
す
る

に
つ
れ
て
、
痛
み
が
強
く
な
り
、

顔
が
脹
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
腎

臓
病
や
リ
ュ
ー
マ
チ
の
原
因
と
な

っ
た
り
し
て
虫
歯
と
言
え
ど
も
あ

な
ど
れ
ま
せ
ん
．

　
こ
の
様
に
、
虫
歯
の
発
生
に
は

砂
糖
が
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い

て
、
砂
糖
の
消
費
量
が
伸
び
る
と

虫
歯
の
発
生
も
多
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
虫
歯
に
な
ら
な
い
為
に
は
、
甘

い
物
を
、
む
や
み
に
与
え
た
り
食

べ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
時
間

を
決
め
て
、
食
事
の
後
は
必
ず
歯

磨
き
を
し
て
口
の
中
に
で
き
た
歯

垢
を
取
り
除
く
事
が
大
切
で
す
。

　
家
庭
や
職
場
で
ぜ
ひ
実
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

’
笥
、
こ

｝響

芯

‘
㎜㎜

藝
歪
雪
箋
；
≡
馨
匡
雪
5
誕
曇
箋
；
≡
累
箋
罷
；
萎
…
箋
雪
曜
歪
雪
箋
雪
藝
雪
≡
コ
5
妻
雪
箋
；
箋
雪
一
曇
毒
も
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罵
、
、

．
選松代町の

農業を考える

②私の意見L暫」『駒駅甲

康幅

「
灘
㌶

埠
．
幾

嚇

蒋
鴬

隔
業
い

講
職
㌧
、
「
鞭
即

編
　

脅rヨ、ン）

・乏L　l　　一・

　　　　　　ノロ　　ヘ　　　　　　　　ニ　　　　　　ヘ　　　　レ」’一9‘」し。　　／－
　　　　ρr〆　　一阜　　　　ツト
1等（「・レ
　　　／ノく

汐　∠
　　／
／
／

ルみ

暮
　
，

戸
レ

飴一註煽、

　～1躍ンー一

塾’

産
業
シ
リ
ー
ズ
⑳

　東　山
山岸益夫さん

　
葉
た
ば
こ
生
産
に
対
す
る
意
見
を

述
べ
る
に
つ
い
て
、
私
達
は
、
協
同

で
や
っ
て
い
る
関
係
か
ら
、
私
一
人

が
、
勝
手
な
こ
と
を
書
く
こ
と
は
、

は
ば
か
る
点
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
え

で
実
態
を
申
上
げ
、
参
考
に
供
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
私
達
は
、
東
山
協
業
葉
た
ば

こ
耕
作
組
合
と
い
う
任
意
の
組
合
（

組
合
長
、
山
岸
正
男
氏
）
を
組
織
し

七
戸
の
協
業
で
、
葉
た
ば
こ
の
生
産

に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
ず
、
そ
の
経
緯
で
す
が
、
昭
和

四
十
三
年
に
、
農
業
構
造
改
善
事
業

に
よ
り
、
養
蚕
を
導
入
、
組
合
組
織

を
つ
く
り
、
八
年
間
養
蚕
経
営
を
続

け
ま
し
た
が
、
成
績
が
芳
し
く
な
く

生
き
物
を
飼
育
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

協
業
に
合
わ
な
い
点
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
で
、
当
時
、
単
位

当
り
収
入
の
最
も
多
い
と
さ
れ
て
い

た
葉
た
ば
こ
に
転
作
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　
葉
た
ば
こ
生
産
に
と
り
組
ん
で
、

今
年
で
七
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
辛
酸
を
味
わ

？
て
き
ま
し
た
。

　
台
風
で
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
ご
と
持

っ
て
ゆ
か
れ
た
り
、
長
雨
で
、
収
穫

し
た
葉
を
腐
ら
せ
た
り
、
旱
ば
つ
、

豪
雪
等
々
、
そ
し
て
、
よ
う
や
く
、

当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
一
千
万

円
突
破
を
、
昨
年
度
果
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
組
合
結
成
以
来
十
五
年
間
、
途
中

で
、
作
目
は
変
っ
た
け
れ
ど
、
組
合

長
の
指
導
の
も
と
で
、
組
合
貝
一
致

協
力
し
て
頑
張
っ
て
来
た
成
果
を
、

み
ん
な
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
二
七
ニ
ア
ー
ル
で
、
一
千
万
と
い

う
額
は
、
決
し
て
、
良
い
成
績
と
は

言
え
な
い
の
で
す
が
、
一
つ
の
節
目

を
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ

と
で
、
新
ら
た
な
希
望
と
決
意
を
生

み
出
す
踏
み
台
と
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
達
の
経
営
内
容
で
す
が

今
年
の
作
付
面
積
二
六
四
ア
ー
ル
（

一
戸
当
り
三
七
、
七
ア
ー
ル
）
で
、

施
設
々
備
関
係
で
、
管
理
棟
木
造
二

階
建
（
延
七
九
、
二
㎡
）
一
棟
、
作

業
所
を
兼
ね
た
乾
燥
、
貯
蔵
施
設
木

造
二
階
建
（
延
二
七
八
㎡
）
一
棟
、

循
環
乾
燥
施
設
軽
量
鉄
骨
建
（
一
〇

　
　
　
　
　
　
（
5
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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（
4
ぺ
ー
ジ
よ
り
）

八
㎡
）
一
棟
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
八
十

棟
分
、
ト
ラ
ク
タ
i
一
台
、
管
理
機

一
台
、
動
力
防
除
機
一
台
、
葉
編
み

機
二
台
が
、
主
な
と
こ
ろ
で
す
。

他
に
今
年
度
、
改
良
型
特
別
乾
燥
室

（
六
〇
㎡
）
一
棟
を
導
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
収
量
面
で
は
、
七
千
キ
ロ
、
　
一
千

百
万
円
を
目
標
に
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
幸
い
、
今
の
と
こ
ろ
、
順
調
な

成
育
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

　
葉
た
ば
こ
生
産
の
良
い
点
は
、
稲

作
と
の
競
合
が
な
い
こ
と
と
、
重
労

働
が
な
い
こ
と
で
す
。
誰
れ
で
も
取

り
組
め
る
反
面
、
機
械
化
に
限
界
の

あ
る
こ
と
で
す
。
貯
蔵
、
選
別
は
、

ど
う
し
て
も
、
人
間
の
手
と
目
に
、

⑤

た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
時
間
と
根
気
の
い
る
作
業
が
、
近

年
、
残
念
な
が
ら
、
耕
作
者
の
暫
減

し
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

　
葉
た
ば
こ
生
産
農
家
も
、
ご
多
分

に
も
れ
ず
、
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
り

ま
す
。
過
剰
生
産
と
関
税
の
引
き
下

げ
に
よ
り
、
安
い
外
国
製
品
が
入
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
打
ち
勝
っ
て
ゆ
く
た
め

に
は
、
良
質
葉
の
生
産
と
、
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
し
か
あ
り

ま
せ
ん
．

　
こ
の
点
は
、
稲
作
や
他
の
作
目
に

つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
私

達
の
地
方
の
よ
う
に
、
制
約
さ
れ
た

チームワークもよくパイプハウス組立

土
地
条
件
下
に
あ
っ
て
は
、
土
地
の

流
動
化
や
規
模
拡
大
と
い
っ
て
も
、

仲
々
困
難
で
あ
り
、
土
地
の
高
度
利

用
と
省
力
化
、
過
剰
投
資
を
防
ぐ
た

め
の
、
施
設
々
備
の
共
同
利
用
化
を

図
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
は
、
本

気
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
点
、
私
達
は
協
同
で
す
の
で

施
設
は
無
駄
な
く
利
用
出
来
ま
す
し

栽
培
の
面
で
も
、
栽
培
、
収
穫
、
資

材
、
耕
作
、
機
械
と
そ
れ
ぞ
れ
係
を

置
き
、
責
任
を
分
担
し
な
が
ら
、
研

究
、
作
業
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

　
松
代
町
は
、
良
質
葉
の
生
産
地
と

し
て
評
判
も
良
い
よ
う
で
す
が
、
昨

年
の
実
績
が
示
す
よ
う
に
、
平
均
キ

ロ
単
価
が
、
最
高
一
、
八
九
〇
円
、

最
低
一
、
二
四
八
円
と
、
六
五
二
円

も
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
葉
た
ば
こ
は
、
等
級
問
格
差
が
大

き
い
の
で
、
い
か
に
し
て
、
上
位
等

級
の
葉
に
仕
上
げ
る
か
、
乾
燥
過
程

が
要
で
あ
り
、
今
後
の
大
き
な
課
題

で
あ
り
ま
す
．

　
園
芸
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
と
模
索

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
切
角
、
稲
作
に

次
ぐ
収
益
を
あ
げ
て
い
る
葉
た
ば
こ

の
生
産
基
盤
を
く
ず
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
耕
作
者
各
位
の
奮
起
を
お
願

い
す
る
と
共
に
、
当
局
の
ご
指
導
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

3し喧腰ん六切なお的東
　　お専り■ずか？

o防除衣・防塵マスク（農薬マスク）
手袋を必ず着用しましょう。

o製品のラベルをよく読んで下さい。
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講窺
雌擁窯
へ侭メ・猛等

継蜜
懸磯
逐僚瀦

　
年
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
ま
す
ま
す
身
近
な
制
度
と
な
り
、

老
後
の
生
活
も
年
金
を
考
慮
し
て
山
等

て
る
と
い
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
町
で
は
出
稼
ぎ
者
の
厚
生

年
金
等
の
相
談
に
応
え
る
た
め
に
、

年
金
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

☆
と
き

　
七
月
二
五
日
（
月
）

　
午
後
一
時
～
三
時
ま
で

この20年で年金はどう上がったか

昭和48年に物価スライド制ができ、

　安心した年金が受けられるようになりました。

☆
と
こ
ろ

　
総
合
セ
ン
タ
i

　
　
二
階
大
会
議
室

☆
相
談
員

　
o
上
越
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
厚
生
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
係

　
o
松
代
町
役
場
国
民
年
金
係

）

（単位千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　170．

一
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年
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防
衛
運
転
と
は
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好
ん
で
無
謀
な
運
転
を
し
て
得
意

に
な
っ
て
い
る
一
部
の
欠
陥
ド
ラ
イ

バ
ー
を
別
に
す
れ
ば
、
だ
れ
し
も
「
事

故
は
起
こ
し
た
く
な
い
…
…
」
と
思

い
、
相
応
の
注
意
を
し
て
運
転
し
て

い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
不
幸
な
事

に
、
そ
れ
で
も
な
お
事
故
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
事

に
、
私
た
ち
人
間
の
注
意
力
は
、
い

つ
も
完
壁
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か

ら
で
す
。
完
壁
と
は
い
え
な
い
我
々

の
注
意
力
の
不
備
を
補
う
た
め
、
た

だ
漫
然
と
注
意
す
る
の
で
な
く
、
時
、

所
、
場
所
に
応
じ
て
、
適
切
な
注
意

を
払
い
、
危
険
事
態
の
発
生
を
事
前

に
先
取
し
て
、
常
に
危
険
率
を
少
な

く
し
た
運
転
を
心
が
け
る
事
、

が
防
衛
運
転
な
の
で
す
。

2
万
人
の
敵
、
飲
酒
運
転

そ
れ

　
飲
酒
運
転
を
す
る
よ
う
な
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
防
衛
運
転
も
何
も
あ
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転

で
自
分
だ
け
が
死
傷
す
る
の
な
ら
、

ま
だ
自
業
自
得
だ
と
言
え
ま
す
が
、

こ
の
種
の
事
故
の
多
く
は
、
歩
行
者

や
同
乗
者
な
ど
の
他
人
を
巻
き
ぞ
え

に
し
て
、
一
方
的
に
殺
傷
す
る
事
実

を
考
え
れ
ば
、
飲
酒
運
転
は
万
人
の

敵
で
す
。
1
飲
ん
だ
ら
の
る
な
ー

、、、

　　　　　　塾dり1
トず

》諺㌻　　ク
　　　璽♂’　殊
　　　　，FGも｛3
＿　　　　蚤　　　　　　　　　　一，

3
“
う
で
”
に
頼
ら
ず
目
に
頼
れ
！

　
発
見
や
認
知
の
遅
れ
が
事
故
原
因

の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
自
分
の

運
転
技
術
へ
の
過
信
は
発
見
や
認
知

の
遅
れ
を
助
長
し
ま
す
。
い
か
に
確

か
な
”
腕
”
で
も
突
然
の
事
態
を
回

避
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ
で
す
。

　
一
番
確
か
な
の
は
、
突
然
の
事
態

を
つ
く
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
道
路
や
交
通
の
状
況
を
よ

く
視
る
こ
と
で
す
。
う
で
に
頼
ら
ず

目
に
頼
る
事
が
安
全
運
転
に
つ
な
が

り
ま
す
。

／

畿

4
信
号
は
自
分
の
目
で

　
信
号
の
あ
る
交
差
点
お
よ
び
そ
の

付
近
で
の
事
故
が
意
外
に
多
い
の
で

す
。
前
の
車
が
進
ん
で
行
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
自
分
で
よ
く
信
号
を
確

か
め
も
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
追
従

し
て
行
っ
た
た
め
に
事
故
に
な
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
信
号

は
自
分
の
目
で
し
っ
か
り
確
認
す
べ

き
で
す
。
特
に
前
の
事
が
大
型
ト
ラ

ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
場
合
に
は
、
信

号
が
よ
く
見
え
な
い
事
が
あ
り
ま
す

の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
7
ぺ
ー
ジ
ヘ
）



1”1”lll“ll川ll”7川”川ll”il”””こうほう・まつだいII“IIIlllllllIII”1“ll川Ill”II川II川il川II川”1”II””III”IIll”II“IIIII”IIllIIIllIII“IIIllIIII川lllIII”IIII“IIll”lll“IllMII”III川”1川llIlllIIllIll”1川ll”IIll”IIllll“Illi”IIlllillI

　　　　　　　　パ
嫌郷艶辛
、イデ醗〃萱
イ〆．　　　綴

灘繋i髪

5
雨
の
日
は
ス
ピ
ー
ド
お
と
せ

　
雨
の
日
の
走
行
は
気
分
的
に
も
、

う
っ
と
お
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
余
計
気
を
引
き
し
め
て
運
転

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
一
に

ス
ピ
ー
ド
を
ひ
か
え
目
に
す
る
事
が

大
切
で
す
。
理
由
は
い
ざ
と
い
う
時

に
す
ぐ
に
止
ま
ら
な
い
事
や
、
尻
振

り
な
ど
が
起
き
、
危
険
回
避
が
困
難

に
な
る
か
ら
で
す
。
濡
れ
た
路
面
の

摩
擦
抵
抗
は
乾
燥
路
面
に
比
べ
、
約

半
分
位
に
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

一》』＿＝＝＝7｛一一
解2

’
｛

乱
弄峨
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　　　　　　　　　　　　　　と
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　　　　　　　　　イ’』’　、

＿￥》！　　　一　，　
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　　　や

㌧
言
ρ

汐

脚．
　　　び船”　、．

∠4r

　
一
般
に
水
に
よ
る
事
故
は
、
遊
泳

の
時
だ
け
に
起
る
こ
と
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
ボ
ー
ト
や
小
舟
に
乗
っ

て
遊
ん
で
い
る
時
、
湖
や
漢
谷
で
遊

ん
で
い
る
時
に
誤
っ
て
水
中
に
落
ち

た
り
、
ド
ラ
イ
ブ
中
車
が
川
や
海
に

落
ち
た
り
し
て
被
害
を
受
け
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
又
幼
児
の
場
合
家
庭

と
そ
の
周
囲
に
お
い
て
一
寸
し
た
す

き
に
よ
く
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

浴
室
内
で
遊
ん
で
い
て
浴
槽
内
に
落

ち
た
り
、
水
の
張
っ
て
あ
る
洗
面
器

に
顔
を
つ
っ
こ
ん
だ
り
、
又
近
く
の

川
や
浅
い
池
、
沼
で
通
り
が
か
り
に

誤
っ
て
落
ち
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー

ル
等
で
事
故
に
あ
う
等
一
寸
し
た
事

で
か
な
し
い
結
果
と
な
る
事
が
あ
り

ま
す
。

～．¢・ら伊僧

U

』

　
㌦

◎
水
死
の
防
止

　
水
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
大
切

な
事
は
決
し
て
水
を
軽
視
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
事
で
す
。
1
㎝
の
水

で
も
口
と
鼻
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
え

ば
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
事
故
を
な
く
す
る
た
め
次
の
事
を

必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

ω
　
泳
ぎ
に
自
信
が
あ
っ
て
も
決
し

て
一
人
で
泳
が
な
い
こ
と
。

．

●
ノ

ω
　
水
泳
は
海
や
川
、
プ
ー
ル
で
も

監
視
人
の
い
る
安
全
な
場
所
で
行
な

う
こ
と
。

⑥
　
初
め
て
の
場
所
で
は
何
が
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
い
き
な
り
泳

が
な
い
こ
と
。

㈲
　
疲
れ
て
い
る
時
、
体
の
具
合
の

悪
い
時
、
食
事
の
直
後
な
ど
は
泳
が

な
い
こ
と
。

㈲
　
自
分
の
泳
ぐ
力
を
わ
き
ま
え
て
、

過
信
し
す
ぎ
な
い
こ
と
。

熱、，

∫

　
　
　
　
　
／
q

⑥
　
と
び
込
み
台
等
に
よ
り
、
と
び

込
み
を
す
る
よ
う
な
時
は
、
水
深
が

十
分
あ
る
か
、
又
水
底
に
か
く
れ
た

岩
等
の
危
険
が
な
い
か
、
必
ず
確
め

る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ω
　
ボ
ー
ト
や
小
船
に
乗
る
時
は
、

定
員
を
超
え
て
乗
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。

㈲
　
遊
泳
中
、
体
に
異
変
、
天
候
が

悪
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
岸
に
引
き
返

す
こ
と
。

⑨
　
幼
児
だ
け
で
風
呂
場
、
小
川
、

池
の
近
く
で
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

獲
、

、
　
－

＼≦

婆嵯
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竹さおやローフを使って救出する

0

わ
た
し
の
が
っ
こ
う

　
　
　
　
　
孟
地
小
学
校
二
年

やなぎ

　さよ子

　
わ
た
し
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
花

を
そ
だ
て
た
り
、
生
き
も
の
を
か
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
花
だ
ん
で
は
、
ひ
ま
わ
り
、
朝
が

お
、
と
お
も
ろ
こ
し
、
ゆ
り
な
ど
を

そ
だ
て
て
い
ま
す
。
教
室
の
ベ
ラ
ン

ダ
に
も
う
え
き
ば
ち
が
お
い
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
お
う
ち
の
人
か
ら
手

つ
だ
っ
て
も
ら
っ
て
ま
た
花
だ
ん
が

ふ
え
ま
し
た
。

　
生
き
も
の
は
、
か
た
つ
む
り
、
金

魚
、
か
め
な
ど
が
い
ま
す
。
か
た
つ

む
り
は
、
5
ひ
き
で
す
。
か
っ
て
み

て
口
の
あ
る
ば
し
ょ
が
、
は
じ
め
て

わ
か
り
ま
し
た
。
か
め
は
、
2
ひ
き

で
す
。
ふ
う
ふ
み
た
い
に
い
つ
も
一

し
ょ
に
う
ご
い
て
い
ま
す
。
チ
ー
ズ

を
や
る
と
口
を
人
間
み
た
い
に
あ
け

て
た
べ
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
う
さ
ぎ

も
な
か
ま
い
り
し
ま
す
。
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松
之
山
町
城
山
よ
り

東
山
部
落
を

　
　
の
　
ぞ
　
む

黛
　
町
役
場
を
後
に
し
て
松
之
山
方
面

に
向
い
、
少
し
行
っ
た
所
に
、
左
に

曲
る
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
十

ニ
キ
ロ
奥
、
三
つ
の
集
落
を
経
て
、

行
き
つ
い
た
と
こ
ろ
に
、
南
部
地
区

の
一
員
、
東
山
部
落
が
あ
り
ま
す
。

　
松
代
町
の
南
の
は
ず
れ
に
位
置
し

更
に
南
に
、
松
之
山
町
、
東
側
が
十

日
町
市
と
接
す
る
、
現
在
、
戸
数
わ

ず
か
七
戸
の
村
で
す
。

　
人
口
三
十
名
、
う
ち
子
供
が
、
未

就
学
児
を
含
め
て
十
名
い
る
の
が
、

部
落
に
、
明
る
さ
と
活
気
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
標
高
が
四
五
〇
米
あ
り
、
松
代
町

で
、
　
一
番
高
い
所
に
住
ん
で
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
、

降
雪
量
は
多
く
、
五
六
豪
雪
で
は
、

最
高
積
雪
が
五
〇
八
セ
ン
チ
に
達
し

四
米
以
上
の
積
雪
期
問
が
七
十
一
日

間
も
続
い
た
と
い
う
、
自
慢
に
な
ら

な
い
記
録
も
あ
り
ま
す
。

　
高
い
話
題
を
も
う
一
つ
紹
介
し
ま

す
と
、
部
落
か
ら
十
日
町
市
に
通
じ

る
峠
は
、
五
八
七
米
あ
り
、
こ
こ
か

ら
は
、
十
日
町
市
は
も
と
よ
け
、
越

後
三
山
、
上
越
国
境
、
妙
高
山
系
が

一
望
に
出
来
ま
す
。
松
之
山
町
は
殆

ん
ど
見
え
ま
す
が
、
肝
心
の
松
代
町

は
、
山
の
ひ
だ
に
隠
れ
て
見
え
な
い

所
が
大
部
分
で
す
。
春
の
山
桜
、
秋

の
紅
葉
は
、
毎
日
見
て
い
る
私
達
で

も
驚
く
ほ
ど
、
き
れ
い
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
辺
を
、
松
代

町
の
自
然
公
園
に
指
定
し
て
い
た
だ

き
、
開
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

だ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

松代町で一番高いところでのスイカ割り
　　　　　　！クみはらしもよく空気もきれいだ！グ

　
こ
の
山
を
利
用
し
て
行
っ
た
、
子

供
会
の
キ
ャ
ン
プ
と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
は
、
私
が
、
今
ま
で
経
験
し

た
中
で
、
最
高
に
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

　
昔
、
東
山
は
、
青
苧
平
（
あ
お
そ

だ
い
ら
）
と
呼
ば
れ
、
な
ま
っ
て
、

「
お
そ
ん
た
い
ら
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
、
松
之
山
町
や
十

日
町
市
の
一
部
で
は
、
東
山
と
言
っ

て
も
通
じ
な
い
人
が
あ
り
ま
す
。

　
菩
提
寺
の
住
職
の
話
に
よ
る
と
、

昔
、
奴
奈
川
姫
が
、
こ
の
地
に
美
術

工
芸
を
教
え
ら
れ
た
時
、
良
質
な
「
苧
」

の
産
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
言
わ

れ
た
も
の
で
、
貴
重
な
存
在
で
あ
っ

た
ろ
う
と
い
う
の
で
す
。
事
実
今
で

も
「
あ
お
そ
」
は
、
あ
ち
こ
ち
に
自

生
し
て
い
ま
す
。

　
東
山
は
、
松
之
山
町
と
接
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
松
之
山
と
の
関
係

は
深
く
、
前
述
の
菩
提
寺
は
、
松
之

山
の
観
音
寺
で
あ
り
、
電
気
も
松
之

山
か
ら
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

昔
、
松
之
山
橋
詰
に
発
電
所
が
あ
り

こ
こ
か
ら
十
日
町
真
田
地
区
に
送
電

し
て
い
た
時
か
ら
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
縁
組
な
ど
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
東
山
と
い
う
と
”
殿
様
”
と
い
う

言
葉
を
連
想
す
る
人
も
多
く
、
よ
く

聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
は

故
人
の
山
岸
広
初
老
の
こ
と
で
、
名

前
の
出
所
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
そ
の
風
ぼ
う
か
ら
つ
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
も
角
、
豪

放
闊
達
で
、
酒
が
滅
法
強
か
っ
た
。

旭
堂
旅
館
の
銚
子
を
み
な
倒
し
た
と

い
う
自
慢
話
を
よ
く
し
た
も
の
で
す
。

村
会
議
員
を
二
期
勤
め
、
．
副
議
長
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
身
体
を

少
し
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
階

し
ま
れ
ま
す
．

　
東
山
に
は
、
今
は
少
な
く
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
9
ペ
ー
ジ
ヘ
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8
ぺ
ー
ジ
よ
り

っ
た
冬
季
分
校
が
、
十
二
月
か
ら
四

ヶ
月
間
、
開
設
さ
れ
ま
す
。
児
童
三

人
に
先
生
二
人
と
い
う
の
が
昨
年
度

の
実
態
で
し
た
。

　
小
部
落
の
た
め
、
特
に
変
っ
た
行

事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
仰
の
厚
い

と
こ
ろ
で
、
先
祖
を
う
や
ま
う
行
事

や
、
墓
地
等
の
手
入
れ
は
、
昔
か
ら

よ
く
な
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
の
評
判

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
豊
作
を
祈
願

し
て
、
十
二
神
社
前
で
行
な
わ
れ
る

歳
の
神
行
事
は
、
休
む
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
作
神
様
を
祭

る
と
い
う
庚
申
講
は
、
今
で
も
、
六

十
日
に
一
回
几
帳
面
に
行
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
私
は
、
青
苧
平
か
ら
、
東
山
に
、

生
ま
れ
変
っ
た
こ
と
に
、
二
つ
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
道
路
で
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
に
、
現
在
の
町
道

が
開
削
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
、
自
動
車
の
走
る
道
が
な
か
っ
た

の
で
す
。
耕
惹
機
が
や
っ
と
の
状
態

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
今
で
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
玄
関
ま
で
来
る

よ
う
に
な
り
、
冬
季
間
は
毎
日
、
雪

上
車
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

“
さ
よ
う
な
ら
、
か
ん
じ
き
道
”
と

い
う
標
題
で
、
新
潟
日
報
紙
上
に
、

大
き
く
東
山
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
五
十
三
年
、
今
は
、
東
山
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
孤
立
集
落

機
能
推
持
管
理
セ
ン
タ
ー
の
落
成
を

見
た
時
で
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
農
業
構
造
改
善
事

業
の
推
進
で
す
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
、
町
の
指
定
を

受
け
、
地
域
産
業
の
振
興
と
近
代
化

を
旗
じ
る
し
に
、
部
落
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
も
続
い
て
い
る
葉
た
ば
こ
生
産

が
そ
れ
で
、
雑
木
の
山
が
、
見
事
な

孤立集落機械維持管理センター
　　　　　　　　（冬期問は分校にもなる）

た
ば
こ
畑
に
と
変
っ
て
お
り
ま
す
。

　
生
ま
れ
変
っ
た
東
山
は
、
今
、
松

代
町
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
だ
と
い
う
自

負
を
胸
に
、
部
落
民
が
一
体
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
一
ト
ぐ
ト

表
紙
は
室
野
茶
屋
の
池
の
じ
ゅ
ん

さ
い
と
り
、
他
に
田
野
倉
、
海
老
な

ど
に
分
布
し
て
い
る
。

　
尊
菜
（
じ
ゅ
ん
さ
い
）
ス
イ
レ
ン

科
の
多
年
生
水
草
、
池
や
沼
に
は
え

る
。
葉
は
長
円
形
で
長
い
葉
柄
が
あ

り
、
水
面
に
浮
い
て
い
る
。
茎
と
葉

の
裏
側
は
粘
液
質
の
も
の
で
お
お
わ

れ
て
お
り
、
こ
と
に
新
葉
に
多
い
。

夏
、
葉
の
つ
け
ね
か
ら
長
い
花
柄
が

昭和39年に開設され、昭和57年舗装工事なる

出
て
、
赤
紫
色
の
花
が
一
つ
咲
き
、

長
円
形
の
実
が
な
る
。
若
芽
、
若
葉

を
食
用
と
す
る
。

鯵
調

欝
、
駅
M
、
葭
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二

照
明
の

〆
　
　
あ
ゆ
み

イ
〆

志

■
謡

　
原
始
時
代
は
“
火
”
だ
け
が
頼
り

　
そ
の
昔
、
人
々
が
腰
ミ
ノ
ひ
と
つ

を
付
け
て
狩
り
を
し
て
い
た
時
代
、

太
陽
の
昇
っ
て
い
る
時
だ
け
自
由
に

駆
け
巡
り
、
夜
と
も
な
れ
ば
、
闇
の

中
で
不
安
と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
代
に
、
誰
か
が
何
か
の
き
っ

か
け
で
自
然
の
”
火
”
を
手
に
入
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
人
々
は
、
自

分
の
手
で
火
を
起
す
こ
と
を
知
り
、

そ
の
火
で
煮
炊
を
し
た
り
、
あ
か
り

に
し
た
り
し
て
次
第
に
生
活
の
範
囲

を
拡
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
火
を
起
こ
す
材
料
も
、
最
初
は
草

木
で
あ
り
、
次
に
は
捕
え
た
魚
や
獣

の
脂
が
こ
と
の
ほ
か
よ
く
燃
え
る
の

を
発
見
し
、
そ
の
油
を
燃
や
し
た
り
、

植
物
の
油
を
燈
火
と
し
て
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
ロ
ー

ソ
ク
を
作
り
、
石
油
を
発
見
し
、
そ

れ
に
伴
な
い
“
あ
か
り
”
の
道
具
の

発
展
に
も
知
恵
を
し
ぼ
り
出
し
た
の

で
し
た
。

7
、

（

輩
羅
鞭
、
就

，
｝
為

●
θ

の
θ
σ

σ
●9
0
0

　
　
●

●
●
　
　
　

　
　
●
●

　
●
o

　
あ
ん
ど
ん
の
下
で
手
習
い

　
“
あ
ん
ど
ん
”
が
登
場
し
た
の
は

日
本
で
は
徳
川
時
代
と
い
わ
れ
、
灯

火
の
ま
わ
り
を
紙
の
障
子
で
囲
ん
だ

も
の
で
し
た
。
ち
ょ
ん
ま
げ
を
結
っ

た
武
士
た
ち
は
、
そ
の
ほ
の
か
な

“
あ
か
り
”
の
中
で
巻
き
紙
に
筆
を

走
ら
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ガ
ス
灯
は
青
い
ロ
マ
ン

　
一
七
九
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
ム
ー

ド
ッ
ク
が
発
明
し
た
ガ
ス
灯
が
日
本

で
初
め
て
つ
い
た
の
は
、
明
治
五
年

横
浜
の
外
人
居
留
地
で
し
た
。
ジ
ー

ン
と
遠
い
か
す
か
な
音
を
た
て
て
燃

え
る
青
白
い
炎
に
は
、
明
治
の
夢
が

あ
り
ま
し
た
。
銀
座
の
赤
い
煉
瓦
通

り
の
夜
を
照
ら
し
た
ガ
ス
灯
が
、
一

丁
目
の
隅
に
、
い
ま
一
基
だ
け
残
っ

て
い
ま
す
。

　
｝

　
ア
ー
ク
灯
と
も
る

　
日
本
で
初
め
て
つ
い
た
電
灯
は
、

ア
ー
ク
灯
で
し
た
。
明
治
十
一
年
三

月
二
十
五
日
、
東
京
の
電
信
中
央
局

開
業
祝
賀
会
の
会
場
で
し
た
。
翌
年

エ
ジ
ソ
ン
が
白
熱
電
球
を
発
明
し
た

こ
と
で
人
類
に
と
っ
て
“
あ
か
り
”

は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。

τ
＼
＼

・
、
　
　
＼

瓜
○
雌

＼
〆
k

　
　
一
　
／
／

＼
一
－

　
大
正
四
年
十
二
月
に
松
代
電
気
合

資
会
社
（
資
本
金
壱
万
七
千
円
）
で

大
字
千
年
に
建
設
開
業
さ
れ
た
。

（
当
時
米
一
俵
四
円
三
十
二
銭
）

　
当
時
の
配
電
区
域
は
、
東
頸
城
郡

の
東
部
（
松
代
、
松
之
山
）
の
全
部
と

高
柳
町
鯖
石
の
一
部
で
点
燈
数
八
百

五
十
余
で
あ
っ
た
。

　
あ
か
り
が
暮
ら
し
を
演
出

　
今
、
暮
ら
し
の
中
で
「
あ
か
り
」

の
占
め
る
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
　
「
明
か
る

け
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た
照
明
か
ら
、

住
む
人
の
個
性
を
生
か
す
照
明
、
豊

か
で
快
適
な
暮
ら
し
を
演
出
す
る
照

明
へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
白
熱

灯
と
螢
光
灯
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
白
熱
灯
は
、
光
に
暖
か
み
が
あ
り
、

光
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
玄
関
や
、
食
堂
な
ど
落
ち
着
い

た
感
じ
の
ほ
し
い
所
に
使
用
す
る
と
、

よ
り
陰
影
に
富
ん
だ
部
屋
の
表
情
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
螢
光
灯
ば
、
全
体
に
ム
ラ
の

な
い
明
る
い
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ

る
の
で
、
部
屋
全
体
に
明
る
く
、
快

活
な
感
じ
の
ほ
し
い
所
、
居
間
や
、

茶
の
間
な
ど
一
家
だ
ん
ら
ん
の
部
屋

に
向
き
ま
す
。
消
費
電
力
も
白
熱
灯

の
三
分
の
一
程
度
で
寿
命
も
長
く
経

済
的
で
す
。

　
最
近
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
、

多
種
多
様
な
照
明
器
具
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
　
一
つ
の
照
明
で
全
て
す

ま
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ら
の
照
明
を
立
体
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
楽
し
く
、

よ
り
豊
か
な
生
活
空
間
が
つ
く
り
出

さ
れ
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ

六
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

櫻
澤
正
一
・
市
川
京
子

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
田
中
）

富
澤
栄
一
・
高
橋
と
み
子

　
　
　
　
　
（
小
荒
戸
・
市
い
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
魎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
o

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

齋
藤
雄
治
　
父
明
・
母
ハ
ル
エ

　
　
　
（
長
男
・
蓬
平
・
弥
五
郎
）

高
橋
勇
太
　
父
洋
一
・
母
佳
洋
子

　
　
　
　
（
長
男
・
千
年
・
香
具
）

鈴
木
美
緒
　
父
昌
芳
・
母
う
た
子

　
　
　
（
二
女
・
松
代
・
よ
い
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
罐

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

関
谷
　
ト
イ
　
8
6
歳
　
室
野
・
〈
平

若
月
松
太
郎
　
75
歳
　
海
老
・
杉
原

福
山
金
太
郎
　
7
7
歳
　
松
代
・
金
助
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当
【
コ
蚤
【
コ
一
コ
［
コ
蚤
曜
コ
曜
コ
【
コ
【
コ
【
コ
鑑
コ
【
コ
【
コ
曜
コ
【
コ
藍
コ
【
コ
塞
聖
雲
コ
匡
コ
鷹
コ
【
－
【
コ
【
コ
【
コ
瞠
澱
一
コ
匡
妻
コ
【
コ
【
コ
［
歪
コ
【
コ
［
コ
蚤
暉
】
雪
一
コ
【
コ
曜
2
区
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
認
コ
【
コ
【
コ
曜
コ
【
コ
瞑
コ
簾
コ
【
コ
［
コ
【
コ
駈

（
野
球
チ
ー
ム
紹
介
）

土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
沢
　
一
　
宏
氏

照闘

勢
雪
蚤
5
雪
【
聖
歪
書
妻
ヨ
コ
嘉
蚤
5
蚤
5
5
5
雪
蚤
墨
【
認
設
＝
差
望
設
設
書
妻
墨
コ
雪
5
蚤
雪
蚤
蚤
蚤
5
雪
5
【
書
聖
墨
畏
書
＝
認
書
歪
認
2
雪
馬
雪
5
雪
蚤
駈

　
い
つ
も
土
木
行
政
に
は
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
は
、
松
代

分
所
に
勤
務
す
る
1
8
名
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
平
均
年
令
は
、
3
8
才
の
高
令
チ

ー
ム
で
あ
る
。

　
私
共
は
毎
年
の
定
期
移
動
で
2
～

3
名
の
入
れ
か
わ
り
が
あ
り
、
そ
の

都
度
メ
ン
バ
ー
編
成
に
も
苦
慮
し
て

い
る
現
状
で
す
。
若
か
り
し
頃
は
、
私

を
含
め
て
、
各
土
木
事
務
所
で
野
球

を
し
な
い
人
間
な
ん
て
土
木
事
務
所

に
置
か
れ
な
い
と
、
お
ど
か
さ
れ
な

が
ら
、
涙
を
な
が
し
た
り
、
ヘ
ド
を

は
き
な
が
ら
白
球
を
追
っ
た
経
験
の

つ
わ
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は
年
に

ま
け
て
体
が
つ
い
て
ゆ
か
ず
、
ア
ゴ

が
で
て
口
で
野
球
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。　
い
か
に
失
点
を
少
な
く
し
、
い
か

に
多
く
点
を
取
る
か
を
競
う
の
が
野

球
で
あ
る
か
ら
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を

重
ん
じ
て
、
盗
塁
、
バ
ン
ト
、
ス
ク

イ
ズ
等
を
試
合
の
中
で
用
い
る
、
こ

の
サ
イ
ン
プ
レ
ー
が
適
中
し
た
時
ほ

ど
、
野
球
と
は
、
こ
ん
な
に
お
も
し

ろ
い
も
の
だ
と
実
感
す
る
次
第
で
あ

る
。
又
、
こ
の
サ
イ
ン
プ
レ
ー
に
よ

っ
て
、
試
合
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
毎
回
変

り
、
昨
年
か
ら
全
勝
を
続
け
て
い
る

現
状
で
す
．

　
私
共
の
目
で
み
れ
ば
、
松
代
の
他

嗣■圃一圃■圃一繭■円］闘■員■爾暫鏑一円】薦■偏■圓■圃］圓］頻】圃］爾】内u霞■興一

の
チ
ー
ム
の
力
量
は
、
私
共
よ
り
ず

っ
と
、
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
と

思
う
。
こ
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
行
な

っ
て
ゆ
け
ば
、
ど
ん
ど
ん
強
い
チ
ー

ム
が
誕
生
し
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

来
年
の
定
期
移
動
で
エ
ー
ス
の
K
君

が
松
代
か
ら
転
勤
す
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
つ
つ
筆
を
置
く
。

細捲怜鵜麟

灘葦蟻舞顎

　　　　　醸

め

摺く。．よる

火災や事故を防ごう

　子供達にとって夏の身近な風物

詩おもちゃ花火。それは夢であり

野婁し饗等懸
もあります。

　しかし「おもちゃ」とはいえ、花火の原料は火薬です。「正しく使って楽しい花火」になり

ます様に、子供達を暖かくご指導いただき、伝統の美くしい幻影とその奥に横たわる光と色と

音の彩なすロマンが育つべく、次の10ポイントについて、特に注意、指導願います。

⑥　吹出し、打ち上げなどの筒もの花

　火は、途中で火が消えても筒をのぞ

　いてはいけません。

⑦たくさんの花火に、一度に火をつ

　けないようにしましょう。

⑧正しい位置に点火してください。

⑨水を用意しましょう。

⑩　風の強いときは、花火遊びはやめ

　ましょう。

　　　　　　　　　　oo

，．．灘癖

警講氣癖

・喰芝豚匙

①　花火を人や家に向けたり、燃えや

　すいもののある場所で遊ばないよう

　にしましょう。

｝

～

ミ
髪

ξ

②花火をポケットに入れてはいけま

　せん。

～

ー
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

③花火をほぐして遊ぶことは危険で

　す。絶対やってはいけません。

④大人と一緒に遊びましょう。

⑤花火に書いてある遊び方をよく読

　んでかならず守りましょう。



“”lll“1””lil”Ill川ll”III“lil“”1”””IIII”1こうほう●まつだいII川”II”IIMII川III川IIII”””II川ll”“ll川Ill“1”lilllllll”iIIllllll”lll”II川Illlllllll川lmIIIIIIll川II”llIIll”1川II川ill川II”III”川illlIlllIII“”12”II”lllIIllll川II

文
　
一
芸

藤藍
華郵

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
－
洞
泉
寺
吟
行
嘱
目
ー

心
あ
て
の
夏
炉
閉
さ
れ
寺
普
請

境
内
の
草
よ
く
引
か
れ
六
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

木
下
闇
大
い
な
る
墓
か
た
む
き
て

老
杉
に
青
蔦
か
ら
み
風
そ
よ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

曲
り
屋
も
牡
丹
も
ひ
そ
と
滋
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
ぎ

背
を
か
が
め
通
る
山
路
の
花
卯
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

朝
と
い
う
す
が
し
き
刻
の
青
田
風

葉
桜
の
影
を
目
深
に
石
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

卯
の
花
の
か
す
か
に
匂
う
昼
弁
当

手
に
す
く
う
清
水
は
空
を
映
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

三
抱
え
も
あ
る
杉
の
道
初
夏
の
風

よ
く
育
つ
花
あ
さ
づ
き
や
草
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

肥
料
袋
逆
さ
に
立
て
て
瓜
を
播
く

緑
蔭
の
松
苧
山
道
荒
れ
し
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

洞
泉
寺
庭
の
樫
の
木
下
闇

向
田
の
青
田
の
風
を
ふ
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

寄
進
札
ゆ
れ
居
て
本
堂
涼
し
か
り

早
植
え
の
色
少
し
出
て
田
植
終
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

宮
の
鈴
振
れ
ば
青
葉
の
風
に
乗
り

蜻
蛉
生
れ
風
な
き
風
に
揺
れ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

深
緑
の
空
一
点
を
鳶
舞
え
り

古
寺
の
古
き
池
辺
の
青
嵐

火丙

史

石
段
は
七
十
四
段
苔
の
花

い
ろ
い
ろ
な
噂
り
あ
り
て
回
り
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

奏
銭
を
借
り
て
鈴
振
る
宮
涼
し

師
を
迎
え
三
十
人
の
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

肘
だ
こ
の
厚
き
を
撫
で
て
衣
更
え

一
掴
み
竹
の
子
も
ち
て
茶
呑
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
　
逸

子
と
同
じ
樹
齢
の
杉
の
枝
払
う

　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

父
の
日
や
手
擦
れ
の
著
き
錠
研
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
あ
く
び

梅
雨
空
や
野
良
へ
出
掛
け
の
生
欠
伸

鳶
舞
う
か
飛
行
機
雲
に
た
わ
む
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

田
植
グ
ミ
覗
け
ば
雫
ど
っ
と
落
つ

水
口
の
流
れ
静
か
に
五
月
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

黄
昏
に
舞
う
如
く
咲
く
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
や

水
芭
蕉
ラ
ン
プ
の
火
屋
の
如
群
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

あ
ざ
や
か
に
川
辺
一
輪
花
菖
蒲

　
　
　
だ
き

大
寺
の
抱
は
狭
し
と
葉
南
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折

境
内
の
老
杉
の
下
苔
の
花

咲
き
終
え
て
庫
裡
の
軒
下
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

郭
公
の
鳴
く
尾
消
え
ゆ
く
梅
雨
晴
間

水
揚
げ
の
ポ
ン
プ
青
田
に
影
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

梅
雨
寒
の
夫
婦
の
箸
と
椀
二
つ

あ
た
た
か
く
包
み
匂
え
り
朴
葉
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

短
歌
春
浅
き
川

　
　
　
　
　
草
　
野
　
和
　
作

　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
か

寝
布
団
に
入
れ
し
行
火
の
熱
く
な
り

長
き
冬
と
の
別
れ
近
づ
く

　　　野　の　川　の　し　り　　峰　人間橘　人曜勢勢伽勢齢献勢勢硲酬勢勢勢勢献勢勢曜献撃勢勢勢鹸勢献献齢献献齢嚇勢勢献曜齢齢献齢勢齢献献献齢齢勢献勢卵勢

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

な
つ
か
し
き
人
に
会
う
如
雪
消
え
し

裏
の
畑
を
今
朝
は
ふ
み
ゆ
く

夕
迫
る
春
の
畦
道
帰
り
ゆ
く
農
夫
の

背
後
の
空
の
満
月

い
ま
だ
幼
き
蝶
の
一
つ
が
春
浅
き
川

を
越
え
ゆ
く
命
の
か
が
や
き

鈴
木
牧
之
も
登
り
し
と
聞
く
松
苧
の

山
北
の
五
葉
の
新
芽
輝
く

念
願
の
松
苧
登
山
を
果
た
し
来
て
野

面
に
赤
き
没
陽
眺
む
る

　
サ
ツ
キ
の
肥
料

＊
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬

　
こ
の
時
期
よ
り
、
生
長
し
つ
つ
花

芽
が
形
成
さ
れ
る
時
期
に
入
り
ま
す

か
ら
、
若
苗
や
生
長
本
位
と
す
る
も

の
は
チ
ッ
素
分
を
主
と
し
た
も
の
で

よ
い
の
で
す
が
、
古
木
は
油
粕
十
に

対
し
て
二
～
三
割
程
度
の
魚
粉
と
骨

粉
を
混
ぜ
て
燐
酸
分
の
肥
料
を
与
え
、

翌
年
の
サ
ツ
キ
の
花
付
き
を
よ
く
し
、

葉
・
幹
・
枝
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

＊
八
月
下
旬
～
九
月
上
旬
と
九
月
下

旬
か
ら
十
月
上
旬

　
こ
の
期
間
は
サ
ツ
キ
の
伸
び
は
止

粉肥の与え方

●油粕または魚粉，骨粉

　などを配合したものを

　使う。

も
象

9

　　撫、・淵．　　ヒ今回与える箇所

雌・診〆
　’義

　1：，臼　　　　　　●5寸鉢で小サシ

畿馨霧講窒裁
　　犠マ●鍮窯1
　　　　　　　　　は加減する．

ま
り
、
花
の
つ
ぼ
み
が
大
き
く
な
り
、

幹
も
ふ
と
り
、
根
の
生
育
も
よ
く
な

り
ま
す
の
で
、
油
粕
十
に
対
し
て
魚

粉
二
割
く
ら
い
、
さ
ら
に
骨
粉
二
割

ほ
ど
、
過
石
一
割
く
ら
い
を
混
ぜ
て

与
え
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
油
粕
だ
け
を

与
え
ま
す
と
木
が
や
わ
ら
か
く
育
ち

す
ぎ
、
サ
ツ
キ
が
充
実
し
な
い
た
め

に
冬
に
な
っ
て
の
寒
さ
で
幹
割
れ
を

お
こ
し
た
り
、
枝
枯
れ
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
肥
料
は
遅
く
も
十
月
ま
で
で
十
一

月
以
後
、
冬
の
期
間
は
、
サ
ツ
キ
の

発
育
が
止
ま
り
、
養
分
を
吸
収
し
な

く
な
り
ま
す
の
で
与
え
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
温
室
等
に
入
れ
た
も
の
は

根
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
冬

で
も
一
、
二
回
肥
料
を
与
え
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
1
2
　
　
，
量

　
　
ジ
　
～
　
。
さ
り

　
　
サ
ー
る
き
よ
　
Q

　
　
渉
を
え
大
に
る

　
　
て
分
与
の
態
す

　
　
鉢
杯

醜
謬
、

先
回
に
与
え
た
箇
所


